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住
み
よ
い
会
津
若
松
市
の
た
め
に

～
議
会
か
ら
市
へ
政
策
提
言
を
行
い
ま
し
た
～

各
分
科
会
最
終
報
告
書

令
和
元
年
８
月
か
ら
令

和
５
年
６
月
ま
で
の
調
査

研
究
を
予
算
決
算
委
員
会

各
分
科
会
の
最
終
報
告
書

と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

○
各
分
科
会
の

�

研
究
テ
ー
マ

第
１
分
科
会

・
財
政
健
全
化

・
住
民
自
治

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
未
来
社
会

・
ま
ち
の
拠
点

第
２
分
科
会

・�
地
域
と
の
連
携
に
よ
る

防
災
・
減
災
対
策

・�

地
域
住
民
が
皆
社
会
参

加
で
き
る
地
域
づ
く
り

・�

学
校
に
お
け
る
学
習
環

境
の
整
備

・
ご
み
減
量
化
の
取
組

第
３
分
科
会

・�

農
業
の
担
い
手
育
成
及

び
農
業
所
得
向
上

・�

観
光
誘
客
並
び
に
地
域

経
済
活
性
化
及
び
支
援

策
の
在
り
方

・
新
工
業
団
地
の
造
成

第
４
分
科
会

・�

市
民
の
安
心
・
安
全
を

担
保
す
る
た
め
の
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
在
り
方

・�

官
民
連
携
に
よ
る
降
雪

対
策
の
在
り
方
（
官
民

連
携
、
協
働
に
よ
る
道

路
等
の
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
・
整
備
手
法
）

報告書はこち
らからご覧に
なれます

市
長
に
提
言
書
を
手
渡

（
令
和
５
年
７
月
７
日
）

広報広聴委員会で市民意
見を整理し、市政の課題
等を発見

事業執行状況の
監視・評価

（市の事業執行）

予算審査や
決算審査に
活用します

市へ政策提言

予算決算委員会各分科
会等による調査研究
市政の課題解決に向けて、
学識経験者による勉強会
や先進地の研究、委員間
での討議などにより、調
査研究・政策づくりを行
います。

予算審査や
決算審査を通し
て、事業の状況
を監視・評価

図１　政策サイクルのイメージ

市民との意見交換会など

様々な
市民意見を
伺います

議
案
等
の
審
査

審
議
結
果

賛
否
一
覧

討

論

一
般
質
問

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

特

集

会
津
若
松
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
開

催
し
、
い
た
だ
い
た
意
見
等
を
も
と
に
政
策
課
題
を
定
め
、
政
策
討
論
会
（
令
和
４
年

８
月
か
ら
は
予
算
決
算
委
員
会
）
各
分
科
会
に
お
い
て
調
査
、
研
究
を
進
め
て
き
ま
し

た
（
図
１
）。

令
和
５
年
６
月
14
日
、
予
算
決
算
委
員
会
に
お
い
て
、
各
分
科
会
よ
り
こ
れ
ま
で
の

４
年
間
の
取
組
状
況
が
報
告
さ
れ
、
同
年
７
月
７
日
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援
の
在

り
方
な
ど
に
つ
い
て
市
長
へ
政
策
提
言
を
行
い
ま
し
た
。



あいづわかまつ広報議会　 5．9．13

○ 未来会議構成メンバーの選出方法
を改善せよ
中小企業・小規模企業未来会議が果
たす役割は大きく、中心市街地におけ
る賑わいの創出と商店街の活性化に繋
がる取組が期待されるところであり、
令和５年度に取組成果を総括すること
としている。
これまでのコアメンバーの出席状況
等を踏まえれば、欠席が多いメンバー
や任期途中でのメンバーの交代等もあ
り、所期の目的を果たせるとは言い難
い側面も見受けられる。
未来会議の構成メンバーは、一定期
間継続して会議に出席できるメンバー
とするべきであり、その選出方法につ
いて改善を図るべきである。

● 中小企業及び小規
模企業の振興に係
る協議の場に関す
る提言

○ 地域の実情に応じた補助の在り方を検討すべき
自主防災組織は、災害による被害を未然に、また最小限に防ぐ
ための組織で、地域にとって重要な役割を担っており、今般、本
市では様々な町内会において自主防災組織の設立が検討されてい
る。
現在、市では自主防災組織設立時のみに補助金を交付している
が、この自主防災組織が継続して、充実した活動ができ、組織力
の強化が図られるためには、設立後
においても継続的に財政支援を行う
必要がある。
支援に当たっては、各自主防災組
織のニーズを的確に把握した上で、
各地域の実情に応じた補助の在り方
を検討すべきである。

提言３
中小企業

提言２
食料・農業・
農村

○国への要請行動を継続すべき
水田活用の直接支払交付金の交付対象

水田が見直され、令和４年度から５年間
の間に１か月以上水張りが行われない農
地については交付対象水田としない方針
とされるなど、就農者の意欲や所得安定
等に影響を及ぼす事態を招いている。
農業は、国の施策に大きな影響を受け

ることから、国に対し、ＪＡをはじめと
した関係機関が一体、一丸となり、水田
活用の直接支払交付金の交付対象水田の
見直しや安定的な農業所得の確保等に向
け、必要な支援措置を講じるよう要請行
動を継続していくべきである。

● 農政の在り方に関す
る提言

議
会
か
ら
の
政
策
提
言

今
回
の
最
終
報
告
を
踏

ま
え
、「
自
主
防
災
組
織

へ
の
支
援
の
在
り
方
」
を

は
じ
め
５
点
に
つ
い
て
、

議
会
と
し
て
市
へ
提
言
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
市

長
へ
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

提言１
地域防災 ● 自主防災組織への支援の在り方に関する

提言

※中小企業・小規模企業未来会議
　本市の中小・小規模企業の振興について、
関係者が協議する会議

※水田活用の直接支払交付金
　水田で飼料用米、麦、大豆等の作物を生産
する農業者に対して交付される交付金

議
案
等
の
審
査

審
議
結
果

賛
否
一
覧

討

論

一
般
質
問

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

特

集
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提言４
観　光

○インバウンド誘客に取り組むべき
外国人観光客が来訪先を選ぶ際に参考としている情報は日本国内においても人
気のある観光地であり、インバウンド誘客は国内需要の高さが前提となるという
指摘もあるところである。
そのため国内からの観光誘客の強化を図るため、広域的な観光ルートの充実に
取り組みながら、インバウンド対策を講じ
る必要がある。外国人観光客のニーズを把
握しながら、海外の現地法人やインフルエ
ンサー等との連携・協力によるＰＲや周知
に努めていくとともに、2025年日本国際
博覧会（大阪・関西万博）等を見据え、近
接する各空港から本市への直行高速バスの
運行を検討するなど、交通アクセスの充実
を図り、外国人観光客をはじめとして本市
への観光誘客に取り組むべきである。

●観光誘客に関する提言

提言５
社会基盤系
公共施設

○（仮称）会津若松市インフラマネジメント計画の策定を
本市におけるインフラ整備については、「会津若松市総合治水計画」、「会津若松
市橋梁長寿命化計画」、「会津若松市水道事業ビジョン」、「会津若松市下水道スト
ックマネジメント計画」など、分野ごとの個別計画が策定されているものの、イ
ンフラ全体についてのマネジメント計画は策定されていない。また、市民からの
要望の多い生活道路についても、日々のパトロールによる現状の把握と応急的な
補修により対応している状況にあり、計画的な管理を進めていく必要がある。
そのためには、市において、適切な予防保全や、長期的視点での整備を行い、
管理するインフラを総体的に把握して対応していくための「（仮称）会津若松市
インフラマネジメント計画」の策定が必要であり、そのためには、市全体のイン
フラ総量を把握するための管理のデジタル
化を進め、市民からの要望・対応状況や日
常の補修等の管理も含めた、計画的なイン
フラの整備・管理を行うことが必要であ
る。将来的には、民間への道路管理の包括
委託の可能性も視野に入れ、各種事業内容
の洗い出しや、除雪を含めた通年による道
路管理など、将来を見据えた検討を行って
いくべきである。

●市民の安心・安全を担保するための
　社会インフラの在り方に関する提言
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案
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議会制度検討特別委員会

議会評価の導入に係る調査研究結果を報告します

あいづわかまつ広報議会　 5．9．15

報告書はこちらからご覧になれます

調査研究結果は、令和５年６月16日に議会制度検討
特別委員会髙梨委員長から議長へ報告

議
会
評
価
の
導
入
案

　
委
員
会
に
お
い
て
検
討

を
行
っ
た
結
果
、
今
後
、

市
議
会
と
し
て
議
会
評
価

を
制
度
と
し
て
位
置
付
け
、

評
価
を
実
施
し
て
い
く
べ

き
と
の
結
論
に
至
り
、
具

体
的
な
評
価
方
法
の
案
を

次
の
と
お
り
ま
と
め
ま
し

た
。

○
評
価
す
る
主
体

市
議
会
の
各
委
員
会
か

ら
選
出
さ
れ
た
委
員
６
名

と
、
公
募
に
よ
る
市
民
２

名
程
度
か
ら
な
る
「（
仮

称
）
議
会
評
価
委
員
会
」

を
設
置
し
評
価
を
行
う
。

○
評
価
の
方
法

評
価
は
公
益
財
団
法
人

日
本
生
産
性
本
部
策
定
の

「
地
方
議
会
成
熟
度
評
価

モ
デ
ル
」
を
活
用
し
て
行

う
。
評
価
の
対
象
は
議
員

任
期
の
４
年
間
の
議
会
活

動
と
し
、
委
員
会
で
の
内

部
評
価
、
有
識
者
等
に
よ

る
外
部
評
価
、
こ
れ
ら
の

結
果
を
踏
ま
え
た
総
括
評

価
と
市
民
か
ら
の
意
見
聴

取
を
行
い
、
結
果
を
公
表

の
上
、
課
題
等
を
次
の
議

会
へ
引
き
継
ぐ
。

議
会
評
価
の
試
行
結
果

議
会
評
価
の
制
度
を
検

討
す
る
過
程
で
、
実
際
に

評
価
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
の
委
員
会
と
し
て
の
合

意
に
至
り
、「
地
方
議
会

成
熟
度
度
評
価
モ
デ
ル
」

の
５
つ
の
視
点
と
16
の
確

認
項
目
に
よ
り
、
内
部
評

価
、
外
部
評
価
、
総
括
評

価
を
試
行
し
ま
し
た
。

議
会
制
度
検
討
特
別
委
員
会

委
員
長　
髙
梨　
　
浩　
　
委　
　
員　
内
海　
　
基

副
委
員
長　
目
黒
章
三
郎　
　
委　
　
員　
大
山　
享
子

委　
　
員　
髙
橋　
義
人　
　
委　
　
員　
斎
藤　
基
雄

委　
　
員　
後
藤　
守
江

※�

こ
の
ほ
か
、
議
会
評
価
に
関
し
て
市
民
意
見
を
い
た
だ
く

た
め
に
、
市
民
で
あ
る
武
藤
み
や
子
さ
ん
、
安
藤　
美
幸

さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〔議会評価の試行結果と外部評価者からの意見〕

◎　議会として十分に取り組まれていること
　・�市民からの意見を起点として、議会として課

題を発見し解決していく仕組みが確立してい
る。

△　議会として取組が不足していること
　・�市民へ幅広く情報が伝わるよう、情報発信や
公開の方法を工夫する必要がある。

　・�市民への主権者意識の醸成（政治参加への意
識の向上）について、取組が不足している。

【外部評価者からの主な意見】
　・�委員会の内部評価は、おおむね妥当な結果で

あった。
　・�評価結果に至った根拠について、市民に議会
活動が伝わるよう十分な記載が必要である。

〔議会評価の４年間のサイクルイメージ〕

評価を行い明らかとなった課題等については、
次の任期の議会に申し送りし、改善を図ってい
きます。

【４年目】
　・評価（内部・外部・
　総括）の実施
・評価の全体化
・公表
・次期への申し送り

【１年目】
・前期からの引継ぎ
・議会プロフィール
　（議会の現状や今後の
　方向性をまとめたも
　の）の作成

【３年目】
・政策サイクルの確認
・予算決算サイクルの
確認
　・決議や政策提言等
　　の対応状況の確認

【２年目】
・政策サイクルの確認
・予算決算サイクルの
確認

※評価結果の詳細は、市議会ホームページをご覧ください。

特

集

議
案
等
の
審
査

審
議
結
果

賛
否
一
覧

討

論

一
般
質
問

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

議会制度検討特別委員会は、令和４年８月８
日から令和５年7月31日まで設置されました。
委員会では、議会活動を振り返り、明らかと

なった課題を改善するため「議会評価」の仕組
みを導入することについて、委員のほか、市民
２名に参考人としてご参加いただきながら、調
査研究を行ってきました。
今回、本市議会での議会評価の導入について

の考え方や、試行した議会評価の結果を取りま
とめましたので報告します。
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６月定例会議

令和５年度一般会計補正予算などを可決
～物価高騰対策経費などを議論～

６月定例会議のあらまし６月定例会議のあらまし
　６月定例会議は、６月１日から16日までの16日間の会議期間で開かれました。
　今定例会議では、令和５年度の一般会計補正予算や新たな条例制定の議案などが提出されました。
これらについては、本会議での総括質疑後、予算に係る議案は予算決算委員会へ付託され、また、
条例制定等の議案、請願や陳情は総務、文教厚生、産業経済、建設の各委員会に付託され、審査が
行われました。
　今定例会議に提出された議案等とその審議結果は10ページのとおりです。
　なお、市政全般にわたる市の考えを問う一般質問では、14名の議員が質問を行いました。

議
案
等
に
対
す
る
質
疑
と
審
査

議案第47号
令和５年度
会津若松市
一般会計
補正予算

（第４号）

南
側
隣
接
地
の
活
用
と
な
っ
た
経
緯
は

日
新
館
天
文
台
跡
整
備
事
業
費

問　
日
新
館
天
文
台
跡
の

南
側
隣
接
地
を
活
用
す
る

こ
と
と
な
っ
た
経
緯
に
つ

い
て
伺
う
。

　
日
新
館
天
文
台
跡
が

平
成
31
年
3
月
に
日
本
天

文
遺
産
と
し
て
認
定
さ
れ

て
以
降
、
見
学
者
の
増
加

に
よ
り
、
路
上
駐
車
の
問

題
が
発
生
し
、
地
域
住
民

な
ど
か
ら
駐
車
場
整
備
に

つ
い
て
要
望
さ
れ
て
い
ま

す
。
民
間
駐
車
場
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
日
新
館

天
文
台
跡
の
西
側
隣
接
地

は
、
往
時
の
遺
構
が
あ
る

と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
仮

に
西
側
隣
接
地
を
取
得
で

き
た
と
し
て
も
、
発
掘
調

査
に
よ
り
駐
車
場
と
し
て

速
や
か
に
活
用
で
き
な
い

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

南
側
隣
接
地
を
購
入
し
て

整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た

も
の
で
す
。

【
事
業
目
的
・
概
要
】

市
指
定
史
跡
で
あ
る
日
新
館
天
文
台
跡
の
保
存
・
活
用

を
図
る
た
め
の
周
辺
整
備
に
係
る
南
側
隣
接
地
の
購
入
の

た
め
、
予
算
措
置
す
る
も
の
で
す
。

【
事
業
費
の
内
訳
】

用
地
費�

２
１
５
５
万
円

議案第61号
令和５年度
会津若松市
一般会計
補正予算

（第５号）

会
津
コ
イ
ン
を
活
用
す
る
理
由
は

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
会
津
若
松
推
進
事
業
費

問　
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

「
会
津
コ
イ
ン
」
を
利
用

で
き
る
店
舗
数
お
よ
び
お

財
布
ア
プ
リ
「
会
津
財
布
」

の
利
用
登
録
者
数
が
少
な

い
現
状
で
、
本
事
業
費
を

予
算
計
上
し
た
理
由
に
つ

い
て
伺
う
。

　
令
和
５
年
４
月
臨
時

会
議
で
議
決
さ
れ
た
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
会
津
若
松
推

進
事
業
に
よ
り
、
10
月
以

降
に
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

・
会
津
コ
イ
ン
を
活
用
し

た
ポ
イ
ン
ト
の
発
行
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
こ
の
仕

組
み
と
本
事
業
を
連
携
し
、

よ
り
多
く
の
市
民
に
活
用

い
た
だ
く
こ
と
で
、
デ
ジ

タ
ル
地
域
通
貨
に
よ
る
地

域
内
で
の
経
済
循
環
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
消
費
喚
起
と

い
う
面
と
デ
ジ
タ
ル
を
活

用
し
た
地
域
課
題
の
解
決

と
い
う
面
の
２
つ
の
面
が

【
事
業
目
的
・
概
要
】

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
地
域
の
消

費
喚
起
お
よ
び
地
域
経
済
の
循
環
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
機
能
を
活
用
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ

ン
ト
を
発
行
す
る
た
め
、
予
算
措
置
す
る
も
の
で
す
。

【
事
業
費
の
内
訳
】

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
消
費
喚
起
事
業
補
助
金

�

１
億
２
０
０
０
万
円

補正予算の概要

特

集

審
議
結
果

賛
否
一
覧

討

論

一
般
質
問

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

議
案
等
の
審
査
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あ
る
事
業
と
し
て
本
事
業

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
も
、
４
月
臨
時
会
議

か
ら
継
続
し
た
つ
な
が
り

の
中
で
、
今
定
例
会
議
で

予
算
計
上
し
、
年
度
内
に

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が

有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　
本
事
業
で
収
集
し
た

個
人
情
報
な
ど
の
デ
ー
タ

の
管
理
運
用
の
考
え
に
つ

い
て
伺
う
。

　
デ
ー
タ
の
収
集
・
管

理
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体

で
あ
る
一
般
社
団
法
人
Ａ

ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

内
の
Ｔ
Ｉ
Ｓ
株
式
会
社
、

株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行
お

よ
び
株
式
会
社
エ
ヌ
・
エ

ス
・
シ
ー
の
３
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
て
必

要
な
情
報
を
共
有
す
る
運

用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
収

集
し
た
デ
ー
タ
を
参
加
店

舗
側
が
分
析
等
に
活
用
す

る
際
に
は
、
個
人
が
特
定

で
き
な
い
よ
う
に
統
計
処

理
を
し
た
情
報
を
活
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
統
計
処
理
を

す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

市
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

者
で
協
議
し
て
い
く
考
え

で
す
。
ま
た
、
万
が
一
、

個
人
情
報
な
ど
の
デ
ー
タ

が
流
出
し
た
と
き
に
は
、

第
一
義
的
に
は
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
者
が
対
応
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
あ

ら
か
じ
め
事
故
が
発
生
し

た
場
合
の
対
応
な
ど
を
補

助
要
綱
に
明
記
し
て
進
め

て
い
く
考
え
で
す
。
さ
ら

に
、
今
後
、
事
業
者
と
の

具
体
的
な
協
議
の
中
で
、

収
集
し
た
デ
ー
タ
の
取
扱

い
に
関
す
る
覚
書
を
交
わ

す
こ
と
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

問　
会
津
コ
イ
ン
を
活
用

す
る
場
合
の
参
加
店
舗
側

の
決
済
手
数
料
に
つ
い
て

伺
う
。

　
会
津
コ
イ
ン
の
参
加

店
舗
側
の
決
済
手
数
料
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
限
度

額
以
上
か
か
ら
な
い
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大

手
事
業
者
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
手
数
料
で
は
、

限
度
額
が
設
定
さ
れ
ず
に

売
上
に
応
じ
て
決
済
手
数

料
が
必
要
と
な
る
仕
組
み

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
と

比
較
し
て
会
津
コ
イ
ン
の

決
済
手
数
料
は
安
価
な
設

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
な
お
本
件
に
つ
い
て
、

議
会
と
し
て
別
掲
の
と
お

り
、
要
望
的
意
見
を
と
り

ま
と
め
、
市
長
へ
提
出
し

ま
し
た
。

６月定例会議日程
	６月１日（木）	 開会日
	 	 本会議（提案理由説明）

５日（月）、６日(火)、７日(水)
	 	 本会議（一般質問）
	 ８日（木）	 本会議（総括質疑）
	 	 予算決算委員会
	 ９日（金）	 文教厚生委員会・建設委員会
	 	 予算決算委員会第２・第４分科会
	 12日（月）	 総務委員会・産業経済委員会
	 	 予算決算委員会第１・第３分科会
	 14日（水）	 予算決算委員会
	 16日（金）	 最終日
	 	 本会議（委員会審査報告～表決）

臨
時
給
付
金
の
支
給
対
象
世
帯
数
は

低
所
得
世
帯
支
援
臨
時
給
付
金
給
付
事
業
費

問　
支
給
対
象
と
な
る
住

民
税
均
等
割
非
課
税
の
世

帯
数
お
よ
び
令
和
５
年
１

月
以
降
に
予
期
せ
ず
家
計

が
急
変
し
た
世
帯
数
の
見

込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
住
民
税
均
等
割
非
課

税
の
世
帯
数
は
約
１
万
５

８
５
０
世
帯
で
あ
り
、
ま

た
令
和
５
年
１
月
以
降
に

家
計
が
急
変
し
た
世
帯
は

約
１
５
０
世
帯
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

【
事
業
目
的
・
概
要
】

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を

踏
ま
え
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
低
所
得
世
帯

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
）
に
対
す
る
臨
時
給
付
金
を
給

付
す
る
た
め
、
予
算
措
置
す
る
も
の
で
す
。

【
事
業
費
の
内
訳
】

低
所
得
世
帯
支
援
臨
時
給
付
金�

４
億
８
０
０
０
万
円

事
務
費
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
業
務
委
託
料
ほ
か

�

１
６
３
３
万
９
０
０
０
円

別掲（要望的意見）
スマートシティ会津若松推進事業費

（デジタル地域通貨消費喚起事業補助金）について（一部抜粋）
地域の消費喚起および地域経済の循環を図るという目的を達成す

るためには、参加店舗数や会津財布の利用登録者数が今後増えてい
くかどうかが重要である。参加店舗および利用者増に向けて、事業
者のみならず庁内一丸となって店舗や利用者に丁寧な説明や会津財
布の利用登録時の支援を行うなど、サポート体制を整えるべきであ
る。
また、目標とする参加店舗数や会津財布アプリの利用登録者数を

明確に数値化して進める必要がある。多くの方に参加してもらうた
めには早めの周知が必要であり、早急に内容を確定させるべきであ
る。
さらに、個人情報保護の観点から、収集した個人情報や購買デー

タなどの管理・運営を事業者任せにするのではなく、補助要綱にそ
の取扱いを明記するなど、市も積極的に関わるべきである。今後、
プレミアム商品券に関する事業については、デジタル化と並行して
紙による発行も検討するよう、要望するものである。

特

集

審
議
結
果

賛
否
一
覧

討

論

一
般
質
問

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

議
案
等
の
審
査
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問　
令
和
５
年
１
月
以
前

に
家
計
が
急
変
し
た
世
帯

へ
の
支
援
の
考
え
方
に
つ

い
て
伺
う
。

　
住
民
税
均
等
割
非
課

税
と
な
っ
て
い
な
い
世
帯

に
お
い
て
も
、
令
和
５
年

１
月
以
前
に
家
計
が
急
変

し
た
世
帯
が
あ
る
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
生
活
困
窮
に
関
す

る
相
談
が
あ
っ
た
際
に
、

家
計
が
急
変
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
か
ど
う
か
状
況

を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

商
工
業
振
興
事
業
費

事
業
者
へ
の
周
知
は

問　
事
業
者
に
対
す
る
周

知
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
政
だ
よ
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
会

津
若
松
商
工
会
議
所
等
関

係
団
体
を
通
じ
た
情
報
提

供
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

問　
申
請
手
続
き
が
煩
雑

だ
と
申
請
し
な
い
人
も
で

て
く
る
。
手
続
き
の
簡
素

化
の
考
え
を
伺
う
。

　
申
請
に
か
か
る
挙
証

資
料
は
「
市
内
で
事
業
を

営
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
書
類
」
と
し
て
い

ま
す
が
、
現
在
想
定
し
て

い
る
の
は
確
定
申
告
書
の

写
し
や
開
業
届
な
ど
、
準

備
が
容
易
な
も
の
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

【
事
業
目
的
・
概
要
】

物
価
高
騰
等
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市
内
事
業
者
の
事

業
継
続
を
支
援
す
る
た
め
、
予
算
措
置
す
る
も
の
で
す
。

【
事
業
費
の
内
訳
】

物
価
高
騰
等
対
策
事
業
者
支
援
金

�

２
億
８
１
４
０
万
円

事
務
費
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
業
務
委
託
料
ほ
か

�

２
１
７
０
万
円

議案第50号
会津若松市

国民健康保険
税条例の

一部を改正
する条例

担
税
能
力
に
応
じ
た
負
担
の
考
え
方
は

問　
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
数
と
医
療
費
の
推

移
に
つ
い
て
伺
う
。

　
被
保
険
者
数
に
つ
い

て
は
、
加
入
者
が
減
少
し

て
い
る
一
方
で
、
被
保
険

者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

問　
国
民
健
康
保
険
事
業

に
お
け
る
担
税
能
力
に
応

じ
た
負
担
の
考
え
方
に
つ

い
て
伺
う
。

　
今
後
も
国
民
健
康
保

険
の
給
付
体
制
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
税
収
を
確

保
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

高
所
得
者
に
対
し
て
は
、

所
得
に
応
じ
た
税
負
担
を

求
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
低
所
得
者
に
対
し

て
は
、
国
民
健
康
保
険
税

の
応
益
割
に
係
る
軽
減
判

定
所
得
基
準
の
引
き
上
げ

に
よ
る
負
担
軽
減
を
図
っ

て
お
り
、
担
税
能
力
に
応

じ
た
負
担
と
な
っ
て
い
ま

す
。

【
条
例
改
正
の
趣
旨
・
理
由
】

国
民
健
康
保
険
税
（
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
）
の
課
税

限
度
額
の
引
き
上
げ
、
応
益
割
の
５
割
軽
減
お
よ
び
２
割

軽
減
に
係
る
所
得
判
定
基
準
額
の
引
き
上
げ
な
ど
に
よ

り
、
被
保
険
者
間
の
担
税
能
力
に
応
じ
た
負
担
を
図
る
た

め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議案第52号
会津若松市

下水道条例等
の一部を改正

する条例

条
例
改
正
に
よ
る
利
用
者
へ
の
影
響
は

問　
今
回
の
条
例
改
正
に

よ
り
下
水
道
使
用
料
に
影

響
を
受
け
る
利
用
者
に
つ

い
て
伺
う
。

　
条
例
改
正
に
よ
り
使

用
料
の
計
算
方
法
が
変
わ

る
た
め
、
以
前
と
比
べ
請

求
額
が
１
円
増
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

影
響
を
受
け
る
の
は
、
１

か
月
の
汚
水
量
が
30
立
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
２
０

０
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下
と

な
る
超
過
使
用
料
の
対
象

者
の
み
で
あ
り
、
基
本
使

用
料
の
範
囲
で
下
水
道
を

利
用
し
て
い
る
一
般
家
庭

に
は
影
響
は
な
い
も
の
で

す
。

問　
上
下
水
道
局
に
お
け

る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
適

格
請
求
書
発
行
事
業
者
の

登
録
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
適
格
請
求
書
発
行
事

業
者
の
登
録
を
怠
っ
た
場

合
に
は
、
事
業
者
で
あ
る

利
用
者
等
へ
不
利
益
が
生

じ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、

上
下
水
道
局
の
各
会
計

（
水
道
事
業
会
計
、
下
水

道
事
業
会
計
、
簡
易
水
道

事
業
会
計
）
に
お
い
て
登

録
を
行
い
ま
し
た
。

【
条
例
改
正
の
趣
旨
・
理
由
】

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
導

入
に
伴
い
、
公
共
下
水
道
使
用
料
、
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
使
用
料
お
よ
び
個
別
生
活
排
水
処
理
施
設
使
用
料
の

算
定
に
当
た
り
、
当
該
方
式
に
対
応
し
た
算
定
を
行
う
た

め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
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案件 請願・陳情内容 所管委員会における
審査経過および結果

本会議における
審議結果

陳情第１号
庁舎内における職員への政
党機関紙の勧誘・配達・集
金の自粛について
（令和５年２月定例会議か
らの継続審査）

　庁舎内において政党機
関紙の勧誘・配達・集金
が行われないようにする
ことなど５点について、
特段の措置を講じてほし
い。

　総務委員会の審査において、陳情内容と本市の実態は異
なるとの意見、陳情者の訴えは理解できる点もあるとの意
見など様々な認識が示されました。

【審査結果】
　本陳情については、表決に付された結果、可否同数のた
め、委員長の裁決により、採択とすべきものと決められま
した。

不採択
（11ページの賛
否一覧と12ペー
ジの討論を参照
ください）

陳情第３号
全国霊感商法対策弁護士連
絡会の声明に基づく決議を
行わないことについて
（陳情者）
桜井　清さん

　議会は、憲法違反の疑
いが強い「世界平和統一
家庭連合との関係断絶」
などの決議を行わないこ
となど２点について、特
段の措置を講じてほし
い。

　総務委員会の審査において、一部委員より反対の意見が
ありました。
〇反対意見
・�本市議会では、令和５年６月定例会議において全国霊感
商法対策弁護士連絡会の声明に基づく決議等は予定され
ておらず、記の事項における決議がどの決議を指すもの
か明確ではない。記の事項は仮定の話であり、明確なも
のではないため判断することができないと考えることか
ら、本陳情に反対する。

【審査結果】
　本陳情については、表決に付された結果、賛成者なしで、
不採択とすべきものと決められました。

不採択

陳情第４号
学校給食費の無償化・一部
補助を求めることについて
（陳情者）
新日本婦人の会
会津若松支部支部長　
佐々木　恭子さん

� �学校給食費の無償化・
一部補助を実施すること
について、特段の措置を
講じてほしい。

　文教厚生委員会の審査において、一部委員より賛否の意
見がありました。
〇反対意見
・�学校給食費の無償化として毎年約５億円の財源を確保す
ることは、現在の本市の予算運営上困難であり、人口減
少対策や少子化対策の視点も含め、全庁的に議論を行う
必要がある。また、食材高騰に伴う一部補助も行ってい
ることから反対する。

・�国においても現在、学校給食費の無償化について検討し
ているところであることから反対する。

〇賛成意見
・�学校給食費の無償化は実現しなければならない課題であ
り、さらに、学校給食費の無償化は少子化対策に寄与す
るものと考えることから賛成する。

・�食材費増額分の支援は物価高騰に対する措置であり、学
校給食費の一部補助には当たらないと考える。保護者が
市に支払う学校給食費に対し、一定の金額を補助するこ
とが一部補助に当たると考えることから賛成する。

【審査結果】
　本陳情については、表決に付された結果、可否同数のた
め、委員長の裁決により、採択とすべきものと決められま
した。

採択
（11ページの賛
否一覧と12ペー
ジの討論を参照
ください）

陳情第５号
権現堰地区における都市計
画等の見直しについて
（陳情者）
権現堰地区の見直しに賛同
する会　大関　峻一郎さん

　権現堰地区の土地所有
者の意向を尊重し、状況
の改善に向けた協議調整
を進めることについて、
特段の措置を講じてほし
い。

【審査結果】
　建設委員会の審査において、市の関与の認識について、
委員間討議が行われました。本陳情については、願意の趣
旨当然と認められることから、採択すべきものと決められ
ました。

採択

請願第２号
国民の命と暮らしを守り大
軍拡や増税に反対すること
について
（請願者）
主権者の会・会津　共同代
表　佐藤　哲夫さん
（紹介議員）
斎藤基雄議員他２名

　国民の命と暮らしを守
るために大軍拡や増税は
しないことなど２点につ
いて、関係機関に働きか
けてほしい。

　総務委員会の審査において、種々議論が交わされました
が、本陳情については、「委員会として慎重に調査、検討す
る必要がある」との共通認識に至りました。

【審査結果】
　本陳情については、さらに慎重に審査を進める必要があ
ることから、継続審査とすべきものと決められました。

継続審査※

陳情第２号
会津都市計画区域における
権現堰地区の都市計画等の
見直しについて
（令和５年２月定例会議か
らの継続審査）

　権現堰地区の都市計画
区域区分を市街化区域か
ら市街化調整区域へ速や
かに変更することなど３
点の実現を図るため、特
段の措置を講じてほしい。

　陳情第２号は、令和５年４月25日付けで陳情者から取り
下げの申し出が提出されたことから、建設委員会において
取り下げに同意を与えるべきものと決められました。

取り下げに
同意

６月定例会議で審査された請願・陳情の審
査の経過と結果をお知らせします。

※�継続審査とした請願第２号　国民の命と暮らしを守り大軍拡や増税に反対することについては、令和５年７月31日に定例会の会期
が終了したことに伴い、審議未了となりました。

あいづわかまつ広報議会　 5．9．19
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※�継続審査とした、請願第２号　国民の命と暮らしを守り大軍拡や増税に反
対することについては、令和５年７月31日に定例会の会期が終了したこ
とに伴い、審議未了となりました。

10

６月定例会議に提出された議案等とその審議結果
番号 件　　　　　名

意 見 書 案（２件）

２

被災児童生徒就学支援等事業
の継続及び被災した児童・生
徒への十分な就学支援につい
て

３ 地方財政の充実・強化につい
て

以上、原案のとおり可決。なお、こ
の具現化を図るため、関係行政庁等
へ意見書を送付しました。

請願・陳情（６件）

陳情
１

庁舎内における職員への政党
機関紙の勧誘・配達・集金の
自粛について
（令和５年２月提出分）

陳情
３

全国霊感商法対策弁護士連絡
会の声明に基づく決議を行わ
ないことについて
（桜井　清さん）

以上、不採択

陳情
４

学校給食費の無償化・一部補
助を求めることについて
（新日本婦人の会　会津若松
支部　支部長　佐々木　恭子
さん）

陳情
５

権現堰地区における都市計画
等の見直しについて
（権現堰地区の見直しに賛同
する会　大関　峻一郎さん）

以上、採択

請願
２

国民の命と暮らしを守り大軍
拡や増税に反対することにつ
いて
（主権者の会・会津　共同代
表　佐藤　哲夫さん）
・紹介議員～斎藤基雄議員他
２名

継続審査※

陳情
２

会津都市計画区域における権
現堰地区の都市計画等の見直
しについて
（令和５年２月提出分）

取り下げに同意

番号 件　　　　　名
議　　　案（18件）

44 会津若松市議会議員の請負の
状況の公表に関する条例

45 会津若松市議会基本条例の一
部を改正する条例

46
会津若松市議会個人情報の保
護に関する条例の一部を改正
する条例

47 令和５年度会津若松市一般会
計補正予算（第４号）

48 会津若松市税条例の一部を改
正する条例

49

会津若松市地域経済牽引事業
の促進のための市税の課税免
除に関する条例の一部を改正
する条例

50 会津若松市国民健康保険税条
例の一部を改正する条例

51 会津総合射撃場条例

52 会津若松市下水道条例等の一
部を改正する条例

61 令和５年度会津若松市一般会
計補正予算（第５号）

以上、原案のとおり可決

53 会津若松市庁舎整備建築工事
請負契約の一部変更について

54
会津若松市庁舎整備空気調和
設備工事請負契約の一部変更
について

55
会津若松市庁舎整備給排水衛
生設備工事請負契約の一部変
更について

56
会津若松市庁舎整備電気設備
工事請負契約の一部変更につ
いて

57
会津若松市庁舎整備情報設備
工事請負契約の一部変更につ
いて

58

福島県市町村総合事務組合を
組織する地方公共団体の数の
減少及び福島県市町村総合事
務組合規約の一部変更につい
て

59 財産の取得について（凍結防
止剤散布車）

60
城前団地更新住宅第４棟新築
工事請負契約の一部変更につ
いて

以上、可決

番号 件　　　　　名
報　　　告（９件）

２ 監査の結果報告について

３ 令和４年度会津若松市一般会
計継続費繰越計算書について

４
令和４年度会津若松市一般会
計繰越明許費繰越計算書につ
いて

５
令和４年度会津若松市一般会
計事故繰越し繰越計算書につ
いて

６
令和４年度会津若松市水道事
業会計予算繰越計算書につい
て

７
令和４年度会津若松市下水道
事業会計予算繰越計算書につ
いて

８
令和４年度会津若松市観光施
設事業特別会計繰越明許費繰
越計算書について

９ 議会制度検討特別委員会の調
査報告について

10 予算決算委員会の所管事務調
査報告について

承　　　認（１件）

１

農業委員会委員の任命につい
て
折笠　康裕さん（河東町）
佐々木隆夫さん（東山町）
佐野　和枝さん（幕内東町）
庄司　　遼さん

（西年貢一丁目）
多田　善信さん（北会津町）
渡部　一夫さん（湊町）
渡邉　直也さん（河東町）
渡部　政美さん（門田町）
荒井　重隆さん（北会津町）
大島　光信さん（町北町）
大竹　吉弘さん（大戸町）
春日部一視さん（高野町）
武田久美子さん（河東町）
手代木久司さん（北会津町）
二瓶　正貴さん（河東町）
長谷川泰道さん（河東町）
古川　正俊さん（神指町）
星　　俊典さん（北会津町）
室野井建一さん（湊町）

同意

○�アミかけ部分が採決で賛否が分か
れた案件です。
○�アミかけ以外は全会一致による可
決等を表しています。
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①
原
田　
俊
広 

議
員

・�

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
会
津
若
松
推
進

事
業
費
（
令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
）

②
譲
矢　
隆 

議
員

・�

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
会
津
若
松
推
進

事
業
費
（
令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
）

③
斎
藤　
基
雄 

議
員

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
費
（
令
和
５
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
）

④
内
海　
基 

議
員

・�

商
工
業
振
興
事
業
費
（
令
和
５
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

追
加
提
案
さ
れ
た

議
案
に
対
す
る
質
疑

あいづわかまつ広報議会　 5．9．111

令和５年６月定例会議の賛否一覧　　��※これ以外の案件等は10ページのとおり全会一致で可決等されています。

会派名　　　
議員名

議案等名
議決結果 反

対:
 

賛
成

市民クラブ フォーラム会津 創風あいづ みらい 社民フォ 共産 公明党 社 夢
髙
橋

　
義
人

小
倉
孝
太
郎

清
川

　
雅
史

戸
川

　
稔
朗

石
田

　
典
男

内
海

　
　
基

長
郷
潤
一
郎

古
川

　
雄
一

中
島

　
好
路

渡
部

　
　
認

吉
田

　
恵
三

村
澤

　
　
智

横
山

　
　
淳

目
黒
章
三
郎

小
畑

　
　
匠

後
藤

　
守
江

大
竹

　
俊
哉

髙
梨

　
　
浩

丸
山
さ
よ
子

松
崎

　
　
新

原
田

　
俊
広

斎
藤

　
基
雄

奥
脇

　
康
夫

大
山

　
享
子

譲
矢

　
　
隆

成
田

　
芳
雄

議案第61号
令和５年度会津若松市一般
会計補正予算（第５号）

原案可決 21： 4 ○○－○○○○○○○○○○○○○○○○○●
　
●
討
○○

　
●
討
●

陳情第１号
庁舎内における職員への政
党機関紙の勧誘・配達・集
金の自粛について

不採択 11：14 ○○－●○○○●○○●●●●○○○●●
　
●
討
●●●●●○

陳情第４号
学校給食費の無償化・一部
補助を求めることについて

採択 14：11
　
●
討
●－●●○○○○○○●●○●●●○○○○

　
○
討
●●○○

※　○は賛成　●は反対　討は討論がなされた案件
※　議長（清川雅史）は採決に加わらない
※　会派名の略称は次のとおり　みらい⇒みらいの会　社民フォ⇒社民フォーラム　共産⇒日本共産党会津若松市議団
　　　　　　　　　　　　　　　社⇒社会民主党・市民連合　夢⇒夢クラブ

地方財政の充実・強化について（抜粋）
１　社会保障の維持・確保、人への投資も含
めた地域活性化、デジタル化、脱炭素化、
防災・減災、物価高騰対策、地域公共交通
の再構築など、増大する地方自治体の財政
需要を的確に把握し、これに見合う十分な
地方一般財源総額の確保を図ること。

２　子育て支援をはじめ、急増する社会保障
ニーズへの地方自治体における地方単独事
業分も含めた十分な社会保障関連経費の拡
充を図ること。また、社会保障分野を支え
る人材確保に向けた地方自治体の取組を十
分に支える財政措置を講じること。

３　臨時財政対策債に頼らない自律的な地方
財政を確立すること。

その他６点を含め、内閣総理大臣、総務大
臣等関係機関へ意見書を送付しました。

被災児童生徒就学支援等事業の継続及び被災
した児童・生徒への十分な就学支援について

（抜粋）
東日本大震災によって経済的に困窮してい
る家庭の子どもたちの就学・修学を保障する
ため、令和６年度以降においても、全額国庫
負担による被災児童生徒就学支援等事業の継
続と、十分な就学支援に必要な予算確保を行
うことについて、内閣総理大臣、総務大臣等
関係機関へ意見書を送付しました。

①
譲
矢　
隆 

議
員

・�

会
津
地
域
鳥
獣
被
害
防
止
広
域
対

策
推
進
事
業
費
（
令
和
５
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
）
ほ
か

②
斎
藤　
基
雄 

議
員

・�

会
津
若
松
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
ほ
か

③
原
田　
俊
広 

議
員

・�

会
津
若
松
市
下
水
道
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
ほ
か

総
括
質
疑
を
行
っ
た

総
括
質
疑
を
行
っ
た

議
員
名
と
項
目

議
員
名
と
項
目
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ら
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賛
否
一
覧

意見書とは、地方自治法第99条に基づき、
地方公共団体の公益に関することに関して、議
会の意思を意見としてまとめた文書です。議会
は、その意見書を国会または関係行政庁に提出
することができます。
今定例会議で可決された意見書の内容は、次

のとおりです。

意 見 書
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　討論は、表決の前に議題になっている案件に対し、賛成か反対
かの自己の意見を表明することをいいます。
　６月定例会議で賛否が分かれた案件のうち、本会議で討論があ
ったものを掲載しています。

議案第61号　令和５年度会津若松市一般会計補正予算（第５号）

反対
斎藤　基雄 議員
　本案にあるデジタル地域通貨消費喚起事業補助金は、地域経済の循環を図るこ
と等を目的に、デジタル地域通貨機能を活用したプレミアムポイントを発行する

経費とされているが、お財布アプリ「会津財布」の登録市民と、このアプリに対応可能な店舗数が
極めて少なく、事業の制度設計が極めてずさんなものであることから反対する。

反対
譲矢　隆 議員
　本予算には、お財布アプリ「会津財布」の利用者を対象にプレミアムポイント
を発行するため、１億２千万円が計上されているが、アプリの利用者の

みを対象とした事業であり、市民を分断する。さらに、アプリの利用者（６月定例会議時点で約
3,300人）や利用可能な店舗（６月定例会議時点で６店舗）は少なく、開始時期も明確でない予算
を認めることはできないことから反対する。

陳情第１号　庁舎内における職員への政党機関紙の勧誘・配達・集金の自粛について

反対
松崎　新 議員
　陳情の記の事項５項目については、総務委員会での執行機関からの説明を通し
市の現状を把握し、認識したところでは、陳情者が記の事項で憶測や他の自治体

の実情を当てはめたと思われる指摘事項、それに伴う、指導、調査等についての措置は、必要のな
いものと理解するところから本陳情に反対する。

陳情第４号　学校給食費の無償化・一部補助を求めることについて

反対
髙橋　義人 議員
　学校給食費の無償化は国
が行うべきである。また、

子育て支援施策の一つとして少子化対策の大き
な視点で考える必要がある。国も学校給食費の
無償化に向けた具体的方策を検討するとしてい
る。学校給食費の無償化が一時的なものとなら
ないよう、責任をもって財源を確保していくた
めにも、学校給食費の無償化の財源は、国に求
めていくべきと考えることから本陳情に反対す
る。

賛成
斎藤　基雄 議員
　本陳情は、子育てや教育
に対する経済的負担軽減の

ため、学校給食費の無償化・一部補助を求める
もので、陳情内容の実現は、子育て世帯への経
済的支援として有効と考える。また、学校給食
は、食育基本法、同基本計画に重要な教育の一
環として位置付けられており、憲法の「義務教
育は無償」の観点からも本陳情に賛成する。

特

集

議
案
等
の
審
査

審
議
結
果

賛
否
一
覧

一
般
質
問

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

討

論
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特

集

議
案
等
の
審
査

審
議
結
果

賛
否
一
覧

討

論

一
般
質
問

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

映像配信は
↓こちら

一 般 質 問一 般 質 問
市の考えを

問う

一般質問は、市
政全般の事務事
業について市の
方針をただすも
のです。

日
本
農
業
遺
産
登
録
へ
の
再
挑
戦
は

小
倉
孝
太
郎 

議
員
… 

Ｐ
14

新
農
業
基
本
法
見
直
し
に
対
す
る
認
識
は

斎
藤　
基
雄 

議
員
… 

Ｐ
14

清
算
金
の
納
付
期
間
を
延
長
す
べ
き

丸
山
さ
よ
子 

議
員
… 

Ｐ
14

仮
称
新
工
業
団
地
造
成
の
取
組
状
況
は

大
竹　
俊
哉 

議
員
… 

Ｐ
15

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
導
入
の
検
討
を

小
畑　
　
匠 

議
員
… 

Ｐ
15

大
型
事
業
の
後
年
度
負
担
の
平
準
化
を

松
崎　
　
新 
議
員
… 

Ｐ
15

詐
取
さ
れ
た
公
金
の
回
収
対
応
は

成
田　
芳
雄 

議
員
… 
Ｐ
16

災
害
等
に
対
す
る
市
民
へ
の
啓
発
は

大
山　
享
子 

議
員
… 

Ｐ
16

カ
ラ
ス
の
生
態
を
把
握
し
た
対
策
は

奥
脇　
康
夫 

議
員
… 

Ｐ
16

多
子
世
帯
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
を

内
海　
　
基 

議
員
… 

Ｐ
17

つ
な
ポ
ン
事
業
の
抜
本
的
な
改
善
を

原
田　
俊
広 

議
員
… 

Ｐ
17

子
ど
も
の
口
呼
吸
改
善
へ
の
認
識
は

村
澤　
　
智 

議
員
… 

Ｐ
17

子
育
て
世
帯
へ
の
精
神
的
支
援
を

後
藤　
守
江 

議
員
… 

Ｐ
18

公
立
保
育
施
設
の
充
実
を
図
る
べ
き

譲
矢　
　
隆 

議
員
… 

Ｐ
18

産
業
・
経
済

建
設
・
都
市
計
画

行
・
財
政

生
活
・
環
境

健
康
・
福
祉
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特

集

議
案
等
の
審
査

審
議
結
果

賛
否
一
覧

討

論

一
般
質
問

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

問　
会
津
農
書
は
持
続
性

の
ア
イ
デ
ア
の
宝
庫
で
あ

り
、
日
本
農
業
遺
産
の
認

定
に
よ
り
、
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
。
他

の
自
治
体
と
協
力
し
て
登

録
申
請
を
す
る
こ
と
に
対

す
る
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答 　
前
回
の
認
定
審
査
の

指
摘
事
項
で
あ
る
、
伝
統

的
農
法
の
実
践
状
況
等
に

つ
い
て
、
現
時
点
で
は
改

善
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え

に
く
い
た
め
、
直
ち
に
再

申
請
を
行
う
こ
と
は
難
し

い
と
認
識
し
て
お
り
、
民

間
団
体
の
活
動
状
況
を
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

問　
令
和
５
年
度
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
農
業
支

援
の
充
実
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
対
象
者
の
要
件
緩

問　
食
料
自
給
率
の
低
下

や
農
業
資
材
が
高
騰
し
て

い
る
中
、
国
で
行
わ
れ
て

い
る
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
の
見
直
し
に
対
す

る
認
識
と
、
見
直
し
が
本

市
の
農
業
振
興
に
有
効
と

な
る
よ
う
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の

か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答 　
見
直
し
の
中
間
取
り

ま
と
め
で
は
、
国
民
の
視

点
に
立
っ
た
食
料
安
全
保

障
の
確
立
や
、
環
境
に
配

慮
し
た
持
続
可
能
な
農
業

・
食
品
産
業
へ
の
転
換
等

を
基
本
理
念
と
す
る
方
向

性
が
示
さ
れ
、
こ
れ
は
、

本
市
の
食
料
の
安
定
供
給

や
農
業
の
持
続
的
発
展
に

お
い
て
、
重
要
な
視
点
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
基
本
法
の
改
正

で
は
、
農
業
経
営
の
安
定

化
や
担
い
手
の
確
保
、
農

村
機
能
の
維
持
等
の
地
域

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
政

策
の
方
向
性
が
示
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

問　
中
間
取
り
ま
と
め
で

は
、
な
ぜ
農
業
が
こ
の
よ

う
な
状
況
に
な
っ
た
の
か

検
証
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

国
へ
検
証
す
る
よ
う
に
求

め
る
べ
き
で
は
な
い
で
す

か
。

答 　
今
後
も
、
会
津
総
合

開
発
協
議
会
等
を
通
し
た

要
望
に
つ
い
て
、
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽ 

健
康
保
険
証
の
廃
止
に

伴
う
課
題
に
つ
い
て

問　
扇
町
土
地
区
画
整
理

事
業
は
、
昭
和
63
年
度
か

ら
平
成
15
年
度
ま
で
の
事

業
期
間
で
始
ま
り
、
６
回

の
計
画
変
更
を
行
い
、
完

了
予
定
は
令
和
11
年
に
な

り
ま
し
た
。
事
業
が
長
期

化
し
た
こ
と
で
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
り
ま
す
か
。

答 　
土
地
所
有
者
の
高
齢

化
等
に
伴
い
、
土
地
の
売

買
や
相
続
な
ど
が
生
じ
、

清
算
金
に
関
す
る
正
し
い

知
識
が
一
部
の
新
た
な
所

有
者
に
伝
わ
っ
て
い
な
い

な
ど
の
事
案
が
あ
り
ま
す
。

問　
市
が
地
域
に
出
向
き
、

町
内
会
単
位
等
で
説
明
会

を
兼
ね
た
相
談
会
を
開
催

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 　
令
和
５
年
10
月
以
降

に
予
定
し
て
い
る
住
所
変

更
の
説
明
会
と
併
せ
て
、

清
算
金
を
は
じ
め
と
し
た

様
々
な
不
安
を
払
拭
す
る

た
め
、
個
別
対
応
の
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

問　
清
算
金
の
一
括
納
付

が
困
難
な
方
の
分
割
納
付

期
間
の
延
長
や
分
割
回
数

を
増
や
す
な
ど
、
柔
軟
な

対
応
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
見
解
を
お
答
え

く
だ
さ
い
。

答 　
分
割
納
付
期
間
は
最

長
５
年
ま
で
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
資
力
が
乏
し
い

な
ど
の
一
定
の
条
件
を
満

た
す
場
合
は
、
法
令
で
定

め
る
最
長
の
10
年
ま
で
延

長
で
き
る
よ
う
施
行
規
程

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

新
農
業
基
本
法
見
直
し
に
対
す
る
認
識
は

清
算
金
の
納
付
期
間
を
延
長
す
べ
き

日
本
農
業
遺
産
登
録
へ
の
再
挑
戦
は

答 ��

地
域
課
題
解
決
の
方
向
性
提
示
を
期
待

答 ��

一
定
の
条
件
で
10
年
ま
で
延
長

答 ��

民
間
団
体
の
活
動
を
注
視
し
て
い
く

日
本
共
産
党
会
津
若
松
市
議
団

斎
藤
　
基
雄 

議
員

社
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

丸
山
　
さ
よ
子 

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

小
倉
　
孝
太
郎 

議
員

和
や
対
象
経
費
の
拡
大
な

ど
の
支
援
拡
大
に
対
す
る

考
え
を
伺
い
ま
す
。

答 　
交
付
対
象
要
件
に
つ

い
て
、
今
後
は
、
集
落
の

中
心
経
営
体
な
ど
多
様
な

担
い
手
の
育
成
が
必
要
と

な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る

た
め
、
対
象
要
件
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
対
象
経
費
に
つ

い
て
は
、
限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
、
さ
ら
に
効
果
的

な
執
行
が
で
き
る
よ
う
、

他
市
の
事
例
な
ど
も
含
め

て
調
査
研
究
し
て
い
き
ま

す
。
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特

集

議
案
等
の
審
査

審
議
結
果

賛
否
一
覧

討

論

一
般
質
問

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

問　
少
子
化
対
策
、
人
口

減
少
対
策
の
た
め
に
は
、

若
者
が
働
く
場
所
の
確
保

が
必
要
と
考
え
ま
す
。（
仮

称
）
新
工
業
団
地
の
造
成

に
向
け
た
取
組
状
況
と
見

通
し
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
基
本
構
想
で
は
、
年

次
計
画
と
し
て
、
現
時
点

で
想
定
さ
れ
る
必
要
な
手

続
き
や
工
事
期
間
等
に
係

る
標
準
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
定
め
て
お
り
、
令
和

５
年
度
に
基
本
計
画
を
策

定
し
、
事
業
用
地
を
決
定

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
５
月
に
は
、

基
本
計
画
策
定
支
援
業
務

に
係
る
選
考
委
員
会
を
開

催
し
、
受
託
候
補
者
を
選

定
し
ま
し
た
が
、
今
後
、

速
や
か
に
委
託
契
約
を
締

結
し
、
適
地
調
査
を
踏
ま

え
た
事
業
用
地
の
選
定
や
、

具
体
的
な
整
備
手
法
等
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

問　
工
場
誘
致
に
は
、
政

策
的
誘
導
策
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
見
解
を
示
し
て

く
だ
さ
い
。

答 　
雇
用
奨
励
金
等
に
よ

る
支
援
を
継
続
す
る
と
と

も
に
「
少
子
化
・
人
口
減

少
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
会
津

若
松
モ
デ
ル
」
と
し
て
創

設
し
た
移
住
等
へ
の
各
種

支
援
策
や
奨
学
金
返
還
支

援
制
度
、
結
婚
新
生
活
支

援
制
度
な
ど
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

問　
国
や
県
で
は
チ
ャ
ッ

ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
調
査
や
研
究

が
進
ん
で
お
り
、
他
の
自

治
体
で
も
業
務
に
取
り
入

れ
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。

本
市
で
も
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
の
導
入
を
検
討
す
る
べ

き
と
考
え
ま
す
が
見
解
を

示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に

つ
い
て
は
、
文
章
作
成
な

ど
の
作
業
効
率
の
向
上
や

ア
イ
デ
ア
の
着
想
に
つ
な

が
る
な
ど
、
様
々
な
業
務

で
活
用
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
導
入
し
て
い
る

自
治
体
の
例
な
ど
も
参
考

に
、
安
全
に
利
用
で
き
る

環
境
や
ル
ー
ル
な
ど
、
必

要
な
条
件
を
整
理
し
な
が

ら
、
活
用
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
業
務
へ
の
Ａ
Ｉ
導
入

は
ど
の
分
野
を
優
先
す
る

の
か
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
財
務
事
務
や
課
税
事

務
、
窓
口
業
務
、
給
与
等

の
管
理
業
務
な
ど
に
お
け

る
定
型
的
な
業
務
へ
の
活

用
が
有
効
と
考
え
て
い
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

▽ 

郊
外
地
域
の
現
状
と
均

衡
あ
る
郷
土
の
発
展

▽�

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お

け
る
感
染
症
対
策

問　
市
の
財
政
健
全
化
に

つ
い
て
は
、
国
の
地
方
財

政
計
画
を
注
視
し
、
第
７

次
総
合
計
画
や
個
別
計
画
、

事
務
事
業
に
つ
い
て
財
政

見
通
し
等
を
踏
ま
え
て
精

査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
型
事
業
で
あ
る

ま
ち
の
拠
点
整
備
事
業
の

後
年
度
負
担
の
平
準
化
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く

の
か
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

認
識
を
伺
い
ま
す
。

答 　
健
全
な
財
政
運
営
を

堅
持
し
て
い
く
こ
と
は
、

総
合
計
画
を
は
じ
め
、
各

種
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ

た
事
業
を
着
実
に
実
施
し

な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
継
続
的
に
提
供
し
て
い

く
上
で
、
不
可
欠
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ま
ち
の
拠

点
整
備
事
業
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
事
業
に
つ
い
て

は
、
事
業
費
や
実
施
時
期
、

財
源
、
後
年
度
負
担
の
検

討
を
行
い
な
が
ら
、
毎
年

度
、
中
期
財
政
見
通
し
お

よ
び
公
債
費
負
担
適
正
化

計
画
を
策
定
し
、
最
終
的

に
は
予
算
編
成
に
お
い
て
、

国
の
地
方
財
政
計
画
な
ど

も
踏
ま
え
、
必
要
な
事
業

の
実
施
を
総
合
的
に
判
断

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

チ※

ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
導
入
の
検
討
を

大
型
事
業
の
後
年
度
負
担
の
平
準
化
を

仮
称
新
工
業
団
地
造
成
の
取
組
状
況
は

答 ��

活
用
の
在
り
方
を
検
討
す
る

答 ��

事
業
実
施
を
総
合
的
に
判
断
し
て
い
る

答 ��

令
和
５
年
度
に
基
本
計
画
を
策
定
す
る

み
ら
い
の
会

小
畑
　
匠 

議
員

社
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

松
崎
　
新 

議
員

み
ら
い
の
会

大
竹
　
俊
哉 

議
員

※
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
と
は

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ　
Ａ
Ｉ
社
が
開

発
し
た
、
高
度
な
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
技
術
を
活
用
し
た

チ
ャ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。

様
々
な
質
問
等
に
対
し
、
Ａ

Ｉ
が
自
然
な
対
話
形
式
で
回

答
す
る
。

県立病院跡地利活用等大型事業の
後年度負担の平準化が求められる
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特

集

議
案
等
の
審
査

審
議
結
果

賛
否
一
覧

討

論

一
般
質
問

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

問　
令
和
４
年
６
月
、
児

童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に

係
る
事
業
で
、
元
職
員
に

よ
る
約
１
億
７
７
０
０
万

円
の
公
金
詐
取
事
件
が
発

覚
し
ま
し
た
。

　
元
職
員
の
預
金
の
ほ
か
、

生
命
保
険
や
車
両
等
の
保

有
財
産
を
換
価
し
、
令
和

５
年
５
月
23
日
時
点
で
約

９
２
４
１
万
円
を
回
収
し

ま
し
た
が
、
約
48
％
の
８

４
５
９
万
円
が
未
回
収
で

す
。
回
収
で
き
る
根
拠
や

全
額
回
収
へ
の
見
通
し
、

回
収
で
き
な
い
場
合
の
対

応
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
元
職
員
が
保
有
し
て

い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
と
自
宅

の
換
価
に
よ
る
収
入
と
社

会
復
帰
後
の
就
労
収
入
が

見
込
ま
れ
、
全
額
弁
済
を

求
め
て
い
き
ま
す
。
元
職

問　
災
害
や
危
機
に
対
す

る
備
え
の
重
要
性
を
市
民

に
分
か
り
や
す
く
示
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
見
解
を

伺
い
ま
す
。

答 　
身
の
回
り
で
起
こ
り

得
る
災
害
等
に
対
す
る
正

し
い
知
識
と
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
市
政

だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
お
い
て
情
報
提
供
し
、

家
庭
用
防
災
カ
ル
テ
や
マ

イ
避
難
ノ
ー
ト
の
全
戸
配

布
、
防
災
対
策
普
及
員
に

よ
る
防
災
出
前
講
座
の
実

施
、
自
主
防
災
組
織
の
設

立
支
援
な
ど
、
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
災
害
リ
ス
ク

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
後
と
も
、

地
域
に
寄
り
添
い
、
き
め

細
や
か
に
、
分
か
り
や
す

い
防
災
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

問　
防
災
の
知
識
と
技
術

を
身
に
付
け
た
防
災
士
が

活
躍
す
る
機
会
を
作
る
た

め
の
行
政
提
案
型
協
働
事

業
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
期

待
す
る
成
果
を
伺
い
ま
す
。

答 　
地
域
防
災
力
向
上
に

向
け
た
リ
ー
ダ
ー
育
成
事

業
に
よ
り
地
域
に
潜
在
す

る
防
災
士
等
を
掘
り
起
こ

し
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
育
成
す
る
こ
と

で
、
自
助
、
共
助
に
よ
る

地
域
防
災
力
の
向
上
と
、

持
続
可
能
な
防
災
体
制
づ

く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

問　
カ
ラ
ス
の
生
態
を
把

握
し
て
対
策
を
し
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

答 　
カ
ラ
ス
は
生
息
可
能

な
環
境
の
範
囲
が
広
く
、

雑
食
性
で
順
応
性
や
繁
殖

力
、
さ
ら
に
は
学
習
能
力

が
高
い
た
め
、
追
い
払
う

こ
と
が
難
し
く
、
猛も

う

禽き
ん

類

等
の
天
敵
が
い
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
市
街
地
を
ね
ぐ

ら
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
生
態
等
を
踏

ま
え
、
音
と
光
で
の
追
い

払
い
を
、
短
期
間
、
か
つ
、

大
人
数
で
徹
底
的
に
行
う

こ
と
が
有
効
で
あ
る
た
め
、

町
内
会
や
学
校
、
市
民
団

体
の
方
々
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
追
い
払
い
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

問　
鳥
害
へ
の
根
本
的
な

対
策
に
つ
い
て
示
し
て
く

だ
さ
い
。

答 　
市
民
協
働
に
よ
る
追

い
払
い
の
他
、
町
内
会
に

対
し
、
生
ご
み
の
減
量
や

出
し
方
の
助
言
、
折
り
畳

み
式
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

設
置
の
提
案
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

問　
庁
内
の
関
係
部
署
と

連
携
し
た
対
策
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答 　
庁
内
関
係
部
局
が
連

携
し
て
市
民
の
皆
様
の
不

安
の
解
消
や
ま
ち
の
美
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
子
ど
も
の
健
全
育
成

災
害
等
に
対
す
る
市
民
へ
の
啓
発
は

カ
ラ
ス
の
生
態
を
把
握
し
た
対
策
は

詐
取
さ
れ
た
公
金
の
回
収
対
応
は

答 ��

分
か
り
や
す
い
防
災
啓
発
に
取
り
組
む

答 ��

関
係
者
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

答 ��

全
額
回
収
に
向
け
て
対
応
し
て
い
く

公
明
党

大
山
　
享
子 

議
員

公
明
党

奥
脇
　
康
夫 

議
員

夢
ク
ラ
ブ

成
田
　
芳
雄 

議
員

員
か
ら
は
、
詐
取
し
た
全

額
を
弁
済
す
る
旨
の
誓
約

書
を
受
け
て
お
り
、
返
済

計
画
を
明
ら
か
に
す
る
よ

う
求
め
ま
す
。

　

今
後
と
も
全
額
回
収
に

向
け
て
粘
り
強
く
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

問　
今
回
の
詐
欺
事
件
に

対
す
る
監
査
委
員
の
認
識

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
長
年
に
わ
た
り
見
過

ご
し
、
監
査
機
能
が
働
い

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
深

く
反
省
し
、
今
後
は
不
正

を
見
抜
く
よ
う
な
監
査
お

よ
び
再
発
防
止
策
の
監
査

等
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
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特

集

議
案
等
の
審
査

審
議
結
果

賛
否
一
覧

討

論

一
般
質
問

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

問　
少
子
化
対
策
と
し
て
、

子
ど
も
の
多
い
世
帯
ほ
ど

優
遇
さ
れ
る
制
度
を
設
け

る
こ
と
は
、
出
産
し
や
す

い
環
境
整
備
に
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
が
、
認
識
を

示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
多
子
世
帯
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
児

童
手
当
や
子
ど
も
医
療
費

助
成
を
は
じ
め
、
子
育
て

世
帯
物
価
高
騰
緊
急
支
援

給
付
金
を
支
給
す
る
ほ
か
、

令
和
５
年
度
か
ら
、
保
育

所
や
認
定
こ
ど
も
園
等
を

利
用
す
る
多
子
世
帯
の
利

用
者
負
担
額
を
軽
減
す
る

対
象
を
拡
大
す
る
な
ど
、

市
独
自
の
子
育
て
支
援
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
多
子
世
帯
へ

の
経
済
的
支
援
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
を
安
心
し
て

産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
整
備
に
つ
な
が
る

施
策
の
一
つ
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
現
在
、
国

で
も
少
子
化
対
策
と
し
て
、

児
童
手
当
制
度
の
見
直
し

も
含
め
た
、
子
育
て
支
援

策
の
拡
充
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

国
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、

継
続
し
て
子
育
て
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
本
市
の
経
済
に
つ
い
て

▽
観
光
振
興
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
10
月
か
ら

始
ま
っ
た
つ
な
が
り
づ
く

り
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
実
績

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 　
令
和
３
年
度
は
、
75

歳
以
上
の
方
に
２
千
円
分

の
お
得
先
ど
り
券
を
配
布

し
ま
し
た
。
配
布
総
額
３

５
９
４
万
８
千
円
に
対
し
、

利
用
額
は
１
５
３
８
万
円
、

換
金
率
は
42
・
８
％
で
し

た
。
令
和
４
年
度
に
つ
い

て
は
、
こ
の
事
業
へ
の
登

録
者
数
１
９
８
９
人
の
う

ち
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
券
に

交
換
し
た
方
は
33
・
１
％

で
利
用
券
の
使
用
額
は
84

万
５
千
円
で
し
た
。

問　
こ
の
事
業
は
、
81
歳

以
上
の
方
へ
敬
老
祝
金
を

贈
呈
す
る
代
わ
り
に
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。
現
在
の

81
歳
以
上
の
市
民
の
数
と
、

そ
の
う
ち
こ
の
事
業
へ
の

登
録
人
数
を
示
し
て
く
だ

さ
い
。

答 　
81
歳
以
上
の
市
民
は

令
和
５
年
５
月
１
日
現
在

で
１
万
１
３
０
０
人
、
そ

の
う
ち
事
業
へ
の
登
録
者

数
は
７
３
９
人
で
す
。

問　
敬
老
祝
金
の
贈
呈
対

象
だ
っ
た
方
の
多
く
が
事

業
に
参
加
せ
ず
、
参
加
し

た
く
て
も
で
き
な
い
方
も

い
る
な
ど
の
課
題
が
多
く
、

事
業
の
抜
本
的
な
改
善
が

必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

答 　
事
業
を
継
続
し
な
が

ら
、
様
々
な
角
度
か
ら
事

業
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽ 

子
育
て
支
援
の
抜
本
的

強
化

問　
口
呼
吸
に
よ
り
、
中

耳
炎
、
副
鼻
腔
炎
、
感
染

症
に
か
か
る
危
険
性
が
高

く
な
る
、
歯
並
び
が
悪
く

な
る
、
虫
歯
や
歯
周
病
、

鼻
炎
や
睡
眠
障
害
に
伴
う

学
力
の
低
下
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
に
様
々
な

影
響
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
予
防
と
改
善

の
た
め
、
保
護
者
と
連
携

し
た
子
ど
も
の
呼
吸
方
法

の
確
認
や
、
口
呼
吸
の
改

善
に
つ
な
が
る
「
あ
い
う

べ
体
操
」
を
周
知
す
る
と

と
も
に
、
幼
少
期
か
ら
見

守
り
と
指
導
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
認
識
を
示
し
て

く
だ
さ
い
。

答 　
口
呼
吸
は
、
子
ど
も

の
成
長
段
階
で
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
と
い
わ
れ
て
お

り
、
口
呼
吸
の
予
防
を
含

め
た
口
腔
機
能
へ
の
見
守

り
と
指
導
が
重
要
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
で
は
、
児
童
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
呼
吸
の

様
子
を
確
認
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
が
、
鼻
呼
吸
の

大
切
さ
を
意
識
付
け
し
て

い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

提
案
の
「
あ
い
う
べ
体
操
」

な
ど
様
々
な
取
組
に
つ
い

て
、
保
健
だ
よ
り
等
を
通

じ
て
、
保
護
者
に
も
紹
介

し
て
い
く
こ
と
は
有
効
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

つ
な
ポ
ン
事
業
の
抜
本
的
な
改
善
を

子
ど
も
の
口
呼
吸
改
善
へ
の
認
識
は

多
子
世
帯
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
を

答 ��

様
々
な
角
度
か
ら
事
業
を
検
証
す
る

答 ��

鼻
呼
吸
の
大
切
さ
の
意
識
付
け
は
重
要

答 ��

国
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
取
り
組
む

日
本
共
産
党
会
津
若
松
市
議
団

原
田
　
俊
広 

議
員

創
風
あ
い
づ

村
澤
　
智 

議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

内
海
　
基 

議
員
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議
案
等
の
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査

審
議
結
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賛
否
一
覧

討

論

一
般
質
問

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

問　
子
育
て
中
の
保
護
者

へ
の
精
神
的
な
支
援
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
見
解
を

伺
い
ま
す
。

答 　
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
事

業
や
子
育
て
世
帯
訪
問
支

援
事
業
を
開
始
し
て
お
り
、

子
育
て
に
対
す
る
精
神
的

な
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ

う
支
援
に
努
め
ま
す
。

問　
保
育
職
員
の
多
忙
化

解
消
の
た
め
、
保
育
補
助

者
や
保
育
支
援
者
を
新
規

に
雇
用
し
、
保
育
職
員
の

業
務
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

国
の
保
育
補
助
者
雇
上
強

化
事
業
や
保
育
体
制
強
化

事
業
の
活
用
に
つ
い
て
見

解
を
伺
い
ま
す
。

答 　
国
の
補
助
事
業
の
活

用
に
つ
い
て
、
保
育
職
員

の
業
務
が
増
加
し
て
い
る

問　
国
は
、
静
岡
県
裾す

そ

野の

市
の
保
育
施
設
で
発
生
し

た
入
所
児
童
へ
の
虐
待
を

き
っ
か
け
に
、
初
め
て
の

全
国
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
市
で
不
適
切
保
育
の
発

生
は
あ
り
ま
し
た
か
。

答 　
国
が
実
施
し
た
調
査

対
象
期
間
で
は
、
不
適
切

保
育
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
に
報
告
を
受
け

た
経
過
は
あ
り
ま
す
。

問　
不
適
切
保
育
の
発
生

は
、
保
育
現
場
の
慢
性
的

な
人
手
不
足
が
背
景
に
あ

る
よ
う
で
す
。
本
市
で
も

保
育
士
不
足
は
同
様
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
か
。

答 　
令
和
４
年
度
に
県
が

実
施
し
た
調
査
で
は
、
お

お
む
ね
、
保
育
士
は
不
足

し
て
い
な
い
と
の
回
答
で

し
た
が
、
就
労
環
境
を
改

善
す
る
た
め
の
保
育
士
が

不
足
し
て
い
る
と
の
回
答

も
一
部
あ
り
ま
し
た
。

問　
保
育
施
設
等
で
事
件

や
事
故
が
頻ひ

ん

繁ぱ
ん

に
報
じ
ら

れ
る
中
、
市
民
が
求
め
て

い
る
の
は
、
市
が
施
設
運

営
に
直
接
関
与
し
、
市
民

の
意
見
等
を
反
映
で
き
る

公
立
保
育
施
設
の
充
実
と

考
え
ま
す
が
、
認
識
を
伺

い
ま
す
。

答 　
公
立
施
設
を
集
約
す

る
こ
と
で
、
公
立
施
設
が

担
う
べ
き
役
割
を
果
た
す

た
め
の
体
制
を
構
築
し
、

市
全
体
と
し
て
の
教
育
・

保
育
環
境
の
さ
ら
な
る
充

実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

公
立
保
育
施
設
の
充
実
を
図
る
べ
き

子
育
て
世
帯
へ
の
精
神
的
支
援
を

答 ��

市
の
保
育
環
境
の
充
実
に
努
め
る

答 ��

精
神
的
負
担
軽
減
の
支
援
に
努
め
る

社
会
民
主
党
・
市
民
連
合

譲
矢
　
隆 

議
員

み
ら
い
の
会

後
藤
　
守
江 

議
員

中
で
、
保
育
を
支
え
る
保

育
補
助
者
や
保
育
支
援
者

の
確
保
も
必
要
と
認
識
し

て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、

保
育
士
や
保
育
教
諭
の
確

保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
保
育
補
助
者
な
ど

の
確
保
に
係
る
国
の
補
助

事
業
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

保
育
士
確
保
支
援
事
業
に

よ
る
補
助
を
継
続
し
な
が

ら
、
施
設
の
ニ
ー
ズ
な
ど

を
踏
ま
え
、
実
施
に
向
け

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽ 

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

財
源
確
保
策
に
つ
い
て

第561回会津若松市議会定例会

令和５年４月臨時会議
令和５年４月臨時会議が、令和５年４月17日から19日までの３日間の会期で開かれました。
デジタル田園都市国家構想に係る経費、物価高騰対策経費などの補正予算が提出され、本会議での質

疑後、予算決算委員会に付託され審査が行われ、19日の本会議での採決の結果、全会一致で原案のと
おり可決されました。なお、議会側提出議案の議員の派遣について（第27回市民との意見交換会に係
る派遣）は、17日の本会議において全会一致で可決されました。

令和５年度
一般会計補正予算などを可決

補正予算の主な内容 補正予算の内容についてはこちらから

議案第43号　令和５年度会津若松市一般会計補正予算の概要
　●庁内情報化推進事業費　836万円
　　・手続きナビシステムの情報連携手続きの追加に要する経費など
　●スマートシティ会津若松推進事業費　１億2,955万円
　　・データ連携基盤を活用した複数分野のサービス実装に関する補助事業等の実施に要する経費
　●子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費　１億5,030万6千円
　　・低所得の子育て世帯への特別給付金の給付に要する経費



もう少し若い参加
者があっても良か
ったのではないか、
残念です。
（日新地区会場）

初めて参加しましたが有意
義な会であったと思います。
（大戸地区会場）

課題等の取組について
詳細な話を聞くことが
できて良かった。
（神指地区会場）

これからもこの会を
継続してください。
（城西地区会場）

女性が参加でき
る時間帯を考え
てください。
（謹教地区会場）

意見交換を盛り上げるた
め、事前に検討課題を把
握し、意見整理して参加
できるよう配慮願いたい。
（門田地区会場）

参加者
の声

次
回
意
見
交
換
会
の

お
知
ら
せ

次
回
の
市
民
と
の
意
見
交
換
会
は
、

11
月
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あいづわかまつ広報議会　 5．9．119

会場アンケートの一部を紹介します

市民との意見交換会を
開催しました

令和５年５月８日から16日まで市内15会場において27回目の市民との意見交換会を開催しまし
た。15会場で延べ124名にご参加いただき、様々なご意見を伺うことができました。
今回の意見交換会では、空き家対策、子どもの遊び場・子育て支援、地域コミュニティなど身近
な課題の意見が寄せられました。これらの貴重なご意見を今後の議会の政策づくりに生かしてまい
ります。

第27回市民との意見交換会地区別開催状況
開催日 地区名 参加人数 意 見 交 換 さ れ た 主 な 内 容

５月８日
町北・
高　野 ８人 空き家対策、地域コミュニティ、農家の担い手育成

湊 15人 簡易水道施設の維持管理、高校生の通学支援、農業補助金制度見直し、道路整備

５月９日

鶴　城 ４人 歩道除雪、ごみステーション整備支援、道路（ライン塗装等）整備
城　北 ４人 駅前整備、ICT、除雪、中心市街地活性化、高齢化、災害対策
日　新 10人 子ども子育て支援の在り方、中心市街地活性化、猫への餌まき問題
一　箕 14人 公園整備、町内会交付金、道路・側溝整備

５月10日
行　仁 ５人 地域防災、道路整備、水路の泥上げ、町内会活動
城　西 10人 子ども子育て支援の在り方、免許証返納と交通支援、町内会活動における課題

５月11日
謹　教 ９人 除雪、こどもクラブ、つながりづくりポイント事業、水路整備
東　山 ９人 ごみ減量化、テレビ難視聴地域の課題、背あぶり山風力発電計画
北会津 ３人 三本松地区宅地整備、水質調査、消防団の再編、通学手段・通学環境

５月13日 門　田 10人 地区の防災、学校教員の負担軽減

５月15日
神　指 ５人 子育て、ふるさと納税、除雪、高齢化、子どもの遊び場
河　東 ６人 広田保育所の民営化、少子化・子育て支援、空き家対策

５月16日 大　戸 12人 少子化対策、地区の活性化に向けた取組

第第2727回回

報告書はこちらから
ご覧になれます
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令和４年度政務活動費の収支状況をお知らせします
令和４年度政務活動費 会派別収支状況（図表１） （単位：円）

　 　 会 派 名
 （構成員数）

項　目

市民クラブ

（５人）

フォーラム
会津

（５人）

創風あいづ

（４人）

みらいの会

（３人）

社民
フォーラム

（３人）

日本共産党
会津若松市議団

（２人）

公明党
（4～5月３人）
（6～3月２人）

社会民主党
・市民連合

（１人）

夢クラブ　

（１人）

合 計
（4～5月27人）
（6～3月26人）

収　
　
入

会派への当初交付
上半期（４月～９月） 1,050,000 1,050,000 840,000 630,000 630,000 420,000 490,000 210,000 210,000 5,530,000

会派への当初交付
下半期（10月～３月） 1,050,000 1,050,000 840,000 630,000 630,000 420,000 420,000 210,000 210,000 5,460,000

交付額合計（A）
※1 2,100,000 2,100,000 1,680,000 1,260,000 1,260,000 840,000 910,000 420,000 420,000 10,990,000

支　
　
出

会 

派 

で 

の 

使 

途 

別 

支 

出 

額

研 究 研 修 費 109,360 50,680 202,820 193,332 254,475 163,840 0 0 0 974,507

調 査 旅 費 37,040 434,310 105,214 0 346,562 0 37,040 0 107,440 1,067,606

資 料 作 成 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資 料 購 入 費 195,360 0 82,362 16,700 91,908 5,260 35,110 32,743 0 459,443

広 報 費 0 591,420 0 0 297,418 614,422 0 467,641 593,650 2,564,551

広 聴 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

人 　 件 　 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 費 66,279 12,507 129,460 4,354 53,259 11,570 24,606 0 1,832 303,867

要 望 ・
陳 情 活 動 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

会派での支出額合計
 （B） 408,039 1,088,917 519,856 214,386 1,043,622 795,092 96,756 500,384 702,922 5,369,974

政務活動費支出額
（C） 408,039 1,088,917 519,856 214,386 1,043,622 795,092 96,756 420,000 420,000 5,006,668

会 派 負 担 額
（B）−（C）※２ 0 0 0 0 0 0 0 80,384 282,922 363,306

返 還 額
（A）−（C） 1,691,961 1,011,083 1,160,144 1,045,614 216,378 44,908 813,244 0 0 5,983,332

　　※１　会派への交付額は議員1人当たり月額35,000円。
　　※２　交付額を超える支出については、会派の負担とする。

政務活動費の使途別支出割合
政務活動費の使途別支出（図表2）
は、広報費が約256万円と最も多く、
全体の47.8％を占めています。次い
で調査旅費が約107万円（19.9％）、
研究研修費が約97万円（18.1％）、資
料購入費が約46万円（8.5％）、事務
費が約30万円（5.7％）となっていま
す。

支出総額
5,369,974円

研究研修費
974,507円
（18.1%）

調査旅費
1,067,606円
（19.9%）

資料購入費
459,443円
（8.5%）

広報費
2,564,551円
（47.8%）

事務費
303,867円
（5.7%）

令和４年度政務活動費使途別支出割合（図表２）
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政務活動費の主な使途基準（図表３）
項     目 　内　　    容

研究研修費
研究会および研修会の開催や、他団体が
開催する研究会等への参加に係る経費
（会場費、講師謝金、出席者負担金等）

調 査 旅 費
調査研究活動のために必要な先進地調査
や現地調査に係る経費（交通費、旅費、
宿泊費等）

資料購入費 調査研究活動のために必要な図書、資料
等の購入経費

広　報　費
調査研究活動、議会活動および市の政策
について市民に報告し、広告宣伝するた
めの経費（広報紙・報告書作成経費等）

事　務　費
調査研究活動のために必要な事務経費
（消耗品費、事務機器のリース代、郵券
代等）

政務活動費とは
政務活動費は、市政に関する調査・
研究活動に必要な経費の一部として会
派に交付され、使途基準（図表３）に
基づき支出されています。
収支の内容は毎年度議長に報告し、
残額がある場合は、市に返還すること
になっています。
収支報告書の閲覧を希望される方は、
議会事務局（℡39−1323）までお問
い合わせください。

政務活動費の会派別収支状況
令和４年度の政務活動費の会派別収
支状況は、図表１のとおりで
す。

あいづわかまつ広報議会　 5．9．121

４
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
３
分
科
会

７
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

10
日
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
３
分
科
会

12
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
１
分
科
会

13
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
４
分
科
会

　
　
●
広
報
広
聴
委
員
会

17
日
●
４
月
臨
時
会
議
開
会
日

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
理
事
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
１
分
科
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
２
分
科
会

19
日
●
４
月
臨
時
会
議
最
終
日　

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
２
分
科
会

20
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
３
分
科
会

　
　
●
議
会
制
度
検
討
特
別
委
員
会

25
日
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
総
務
委
員
会

　
　
●
総
務
委
員
会
協
議
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会

26
日
●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

28
日
●
議
会
制
度
検
討
特
別
委
員
会

１
日
●
各
派
代
表
者
会
議

２
日
●
建
設
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
４
分
科
会

８
日
●
市
民
と
の
意
見
交
換
会

　
　
　
（
15
地
区
）
～
16
日
ま
で

10
日
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

11
日
●
総
務
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
１
分
科
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
２
分
科
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
３
分
科
会

19
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
４
分
科
会

　
　
●
建
設
委
員
会
協
議
会

22
日
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
１
分
科
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
２
分
科
会

23
日
●
議
員
全
員
協
議
会

　
　
●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
３
分
科
会

25
日
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

31
日
●
議
会
制
度
検
討
特
別
委
員
会

１
日
●
６
月
定
例
会
議
開
会
日

　
　
　
（
日
程
は
７
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

１
日
●
総
務
委
員
会

　
　
●
文
教
厚
生
委
員
会

　
　
●
産
業
経
済
委
員
会

　
　
●
建
設
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
１
分
科
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
２
分
科
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
３
分
科
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
４
分
科
会

　
　
●
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
●	

正
副
議
長
と
正
副
委
員
長
と
の

調
整
会
議

６
日
●
総
務
委
員
会　
　

８
日
●
予
算
決
算
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
理
事
会

　
　
●
議
員
全
員
協
議
会

9
日
●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

12
日
●
産
業
経
済
委
員
会
協
議
会

14
日
●
予
算
決
算
委
員
会

　
　
●
総
務
委
員
会
協
議
会

　
　
●
広
報
広
聴
委
員
会

16
日
●
６
月
定
例
会
議
最
終
日

　
　
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
●
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
総
合
調
査
会

21
日
●
議
会
運
営
委
員
会

28
日
●
議
会
運
営
委
員
会

30
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

４
月

５
月

６
月

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き
（
令
和
５
年
４
月
か
ら
６
月
）

※各会派の収支
　報告書はこちら→

特

集

議
案
等
の
審
査

審
議
結
果

賛
否
一
覧

討

論

一
般
質
問

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
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・放送予定日…10月中旬予定
※�放送日が決まり次第、市議会ホーム
ページでお知らせします。

・内容…�9月定例会議
の結果、市民
との意見交換
会開催のお知
らせなど）

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

　
今
回
の
特
集
は
、
改
選
前
の

議
会
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
様

の
声
を
も
と
に
市
政
の
課
題
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
、
市

へ
政
策
提
言
し
た
内
容
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
８
月
７
日
か
ら

新
し
い
市
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

市
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
議
会
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
な
お
、
新
し
い
市
議
会
の
議

会
構
成
、
議
員
の
紹
介
に
つ
い

て
は
、
10
月
１
日
号
（
臨
時
号
）

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
「
広
報
議
会
」
の
編
集
に
当

た
り
ま
し
て
は
、
議
会
の
活
動

状
況
な
ど
を
広
報
議
会
モ
ニ
タ

ー
の
皆
様
の
ご
意
見
も
い
た
だ

き
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
に
分

か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

広
報
広
聴
委
員
会

編
集
後
記

編
集
後
記

日 月 火 水 木 金 土
９/10 11 12 13 14

開会日
（提案理由
説明）

15 16

17 18
敬老の日

19
本会議
（一般質問）

20
本会議
（一般質問）

21
本会議
（一般質問）

22
本会議
（総括質疑）
予算決算委
員会

23
秋分の日

24 25
総務委員会
産業経済委
員会
予算決算委
員会（第１
・第３分科
会）

26
文教厚生委
員会
建設委員会
予算決算委
員会（第２
・第４分科
会）

27
総務委員会
産業経済委
員会
予算決算委
員会（第１
・第３分科
会）

28
文教厚生委
員会
建設委員会
予算決算委
員会（第２
・第４分科
会）

　　　29
総務委員会
産業経済委
員会
予算決算委
員会（第１
・第３分科
会）

30

10/ １ ２
文教厚生委
員会
建設委員会
予算決算委
員会（第２
・第４分科
会）

３ ４
予算決算委
員会

５ ６
最終日
（委員会審
査報告～表
決)

７

※　本会議は午前10時から、委員会は午前９時30分から開会され
　ます。
　　なお、日程は変更になる場合があります。
　　最新の情報はホームページなどでご確認ください。

●�　点字版広報議会、声の広報議会も
発行しています。ご希望の方は議会
事務局までお知らせください。

●�　声の広報議会は、市議
会ホームページでも聞く
ことができます。

点字広報議会
声の広報議会

●�　「市役所情報スタジアム」で市議
会の情報を発信しています。

エフエム会津

FM 76.2MHz

令和５年９月定例会議の日程

議会の傍聴においでください！議会の傍聴においでください！
本市議会の定例会議は、年４回（２月、

６月、９月、12月）開かれます。本会議
は午前10時に、各委員会は午前９時30
分に開会されます。
６月定例会議では、会津北嶺高等学校
の生徒の皆さんをはじめ、市民の皆さん
が議会を傍聴されました。
次回の９月定例会議の日程は下記のと
おりとなります。市議会議員選挙が７月
30日に行われ、新しい市議会構成による最初の定例会議になります。お気軽に傍聴にお越
しください。
※　なお、10名以上で傍聴を希望する場合は、事前に議会事務局までご連絡ください。

【議会事務局連絡先：TEL.39−1323】


